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□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R3年度
(H20) 実績

52 159

○指標を設定することができない場合の理由

（これまでの取組内容と成果）

○ハローワーク等での相談、事業所訪問の実施
　　・相談件数：1,309件　・事業所訪問数：41件
○出張登録相談会・学校訪問説明会の開催
　　・中学校：29回3,158人参加　・高校：5回182人参加
　　・大学等：1回　34人参加
○県内の福祉施設で働いている職員を「ぎふ福祉の魅力知らせ隊」に任命し、学
校訪問説明会において、現場での経験談や福祉の仕事の魅力ややりがい等を発信
することで、福祉分野への理解促進に資することができた。

令
和
３
年
度

○ハローワーク等での相談、事業所訪問の実施
　　・相談件数：1,767件　・事業所訪問数：26件
○出張登録相談会・学校訪問説明会の開催
　　・中学校：28回2,612人参加　・高校：5回87人参加
　　・大学等：2回　18人参加
○県内の福祉施設で働いている職員を「ぎふ福祉の魅力知らせ隊」に任命し、学
校訪問説明会において、現場での経験談や福祉の仕事の魅力ややりがい等を発信
することで、福祉分野への理解促進に資することができた。

指標① 目標：200人 実績：159人 達成率：79.5％

指標① 目標：200人 実績：103人 達成率：51.5％

200 200 79.5%

指標名
R4年度 R5年度 終期目標
目標 目標 (R10) 達成率

令
和
２
年
度

就職者数（福祉人
材総合支援セン
ター事業により就
職に至った件数）
（人）

200

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　キャリア支援専門員が求職者の相談に対応することで、円滑な就労と定着を支援し
離職者の防止につなげる。また、中学校・高校での福祉の仕事に関する啓発活動や、
高校・大学で就職相談を実施することで、将来的に福祉・介護分野に就職する人材の
確保につなげる。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　福祉現場では離職者も多く、質の高い福祉人材を安定的に確保することが急務と
なっている。
　特に、急激な高齢化に伴い、安定的な介護人材の確保が大きな課題である。（岐阜
県の介護人材は２０２５年までに約４，４００人不足する見込み）

(評価) 　今後、福祉人材の需要のさらなる高まりが想定されるため、福祉人材の安
定的な確保・定着につながるマッチング支援事業の必要性は高い。

３

(評価) 　就職者数は増加傾向にある。

２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　関係機関との連携のもと、求職者・求人事業所に対するきめ細やかな支援、福祉人
材情報システムを活用した職業紹介、ハローワーク等での個別相談等による適切な
マッチングの支援等、人材確保対策を重点的に進める。
　また、これから進路を考える中学生、高校生に対して福祉の仕事をＰＲすること
で、将来的に福祉の仕事を進路の選択に含めてもらえるよう啓発活動に力を入れると
ともに、高校・大学の進路ガイダンスへ出向き、福祉の職場への就職相談を強化す
る。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　中学校及び高校での訪問説明会において、現場の職員であるぎふ福祉の魅
力知らせ隊から若年層への魅力発信を行うことで、マッチング支援に寄与し
た。また高齢福祉課の「介護職員人材確保対策事業」との連携により実施す
ることで、経費の節減を図った。

２

２ 事業の評価と課題


